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NEWS LETTER
長崎大学 ダイバーシティ推進センター

「JSTダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（先端型）最終報告会
新たなステージに進むために」の開催

ＳＤセミナー報告：キャンパス・ハラスメントの実態と防止対策-個々人がすべきこと、大学がすべきこと

本学におけるダイバーシティ推進の取組の成果を報告します。本学が令和元年
度に文部科学省より採択されたJST「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティ
ブ（先端型）」は今年度が最終年度です。現在、本学は本事業のすべての目標値
を達成し、国立総合大学の中で女性教員割合は1位です。
つきましては、下記の通り、本事業を総括し、さらなるダイバーシティ推進のた

めの課題と展望を報告する最終報告会を開催いたします。本学の多様な研究者、
医師、スタッフとともに、6年間をふり返り議論します。
ぜひご参加ください。

【 日 時 】 令和7年3月6日（木）14：00～16：10
【実施方法】 Zoomによるオンライン形式
【 対 象 】 大学教職員、学生、一般（どなたでも）
【 参 加 費】 無料
【申込＆詳細】 https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp/event/26718/

※申込〆切 3月3日（月）

【プログラム】
(1) 事業概要とその成果
(2) 女性研究者たちと考える新しい研究力とリーダーシップ
(3) 病院が挑戦する働き方の見直し

令和7年1月29日にダイバーシティ推進学習プログラムのSDセミナーは、広島大学ハラスメント
相談室 北仲千里准教授を講師に迎えてお話いただきました。広島大学のハラスメント相談体制
は、相談室の専任教員による調整機能を充実させた、非常に先進的な体制となっています。北仲
先生からは大学の中で起こるさまざまなハラスメントの実態とその対処方法についてお話いただ
きました。

セクシュアル・ハラスメントとは、「仕事や学校などの関係者の間で、その立場を利用して、相手が
同意していない、性的な言動をすること」と説明され、典型例として男性教員と女子学生の場合だ
けではなく、学生同士の間で起こる場合も話されました。

次にパワーハラスメントは、「優越的な関係（上司部下だけではなく）を背景にした言動で、業務上
必要かつ相当な範囲を超えたものにより労働者の就業環境が害されるもの」と話され、その大学
版として、アカデミック・ハラスメントがあると説明されました。アカデミック・ハラスメントについ
ては、文系・理系で生じる問題も異なるため、それぞれに具体例が詳しく説明されました。

さらに近年、大学でも問題となりつつあるカスタマーハラスメント（お客＝学生、保護者、患者等
からの悪質な苦情）についてもお話していただきました。

最後に、こうした問題を起こさないために教員一人ひとりが意識したり工夫すべきことと同時に、
被害を受けた時の対処法、さらに組織としての対処や相談体制について説明がありました。

現在、セミナーの内容は、学内限定で見逃し配信をしています。

寿郎社、2017年、192ページ。

北仲先生の書籍もあります
ので、ぜひ参考にされてく
ださい。

https://www.cdi.nagasaki-u.ac.jp/event/26718/
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第9回 長崎大学未来に羽ばたく女性研究者賞 受賞者研究発表会および授与式 報告

【日 時】 ２月２７日(木) 14：00～15：30
【講 師】 柴田 敦巨（あつこ）氏
【利用対象】 長崎大学病院 教職員・学生・一般
【開催方法】 zoomによるオンライン
【後 援】 長崎大学病院がん診療センター
【問合せ先】 ダイバーシティ推進センター （内線 2889）

② がん相談支援センター
県内の相談窓口です。

「どんな治療があるの」「今後の生活はどうしたら
良いの」といった、がんに関する不安、悩み、心配
を相談できます。

詳しくは こちらからどうぞ。

SDセミナー 仕事と「ライフイベント」の両立セミナーを開催します

「がんを経験した看護師が気付いて築いたおしごとのはなし
～ピアメイドであふれる社会を目指して～ 」

今回のセミナーでは仕事をしながら、がんの治療をされ医療従事者と患者の
両方の立場を経験された柴田敦巨氏から当時のワークライフバランスの実際
をお伺いします。是非、ご参加ください。

→申し込みはこちらからどうぞ

選考委員会において厳正に選考し、優秀女性研究者賞、優秀女性奨励賞受賞者,優秀次世代女性研究者賞の３名を決定しました。

受賞者研究発表会および授与式は、令和６年12月23日、文教キャンパス文教スカイホールにおいて執り行われました。

それぞれの発表は次の通りです。王奕寧さん “A Study 

on Island Ecotourism Development Models 

Based on System Dynamics: A Case Study of 

Amami-Oshima Island”、相原希美先生「免疫複合解析に

よる病態関連タンパク質の同定」、松永妃都美先生「東京電力

福島第一原子力発電所事故で被災した住民との放射線リスク

コミュニケーションに資する研究」。
永安学長からは、受賞者への祝辞とともに、受賞者が後輩を

育成し、リーダーとして活躍していくことへの期待と、今後も

大学として女性研究者をいっそう支援していくことが述べら

れました。

今後も女性研究者がその力を発揮し、広く活躍できるよう

支援をしてまいります。

（左から門脇センター長、王奕寧さん、相原希美助教、

永安武学長、松永妃都美准教授）

病気・看病・介護・育児との両立について「どこに相談して
良いか分からない」「制度について知りたい」など、お気
軽にご相談ください。ワークライフバランス・コンシェル
ジュが対応します。

文教おもやい保育園 園児募集

長崎大学の教職員が、治療と仕事の両立に悩んでいるときには…

◆募集人数＜令和７年２月1日時点＞
・0歳児クラス・・・・0名
・1歳児クラス・・・・３名
・2歳児クラス・・・・１名
・3歳児クラス・・・・1名
・4歳児クラス・・・・１名
・５歳児クラス・・・・０名

文教おもやい保育園では、園児を募集しています。保育園の見学をご希望の方は、
お気軽にダイバーシティ推進センターまでお問い合わせ下さい。

２月３日に節分
のつどいを行い
ました！鬼は
外！福は内！

メ ー ル ： omoyai_soudan@ml.nagasaki-u.ac.jp

電 話 ： 095-819-2889

① 学内の相談窓口
ダイバーシティ推進センターでは…

https://www.pref.nagasaki.jp/bunrui/hukushi-hoken/iryo/gan/gansoudansien/
https://forms.office.com/r/HGGZg5mzUz?origin=lprLink
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